
は
じ
め
に

仏
塔
に
お
け
る
「
古
典
」
の
意
識
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
瑞
塔
」
で
あ
り
、
特
定

の
付
加
価
値
を
も
つ
霊
験
あ
ら
た
か
な
、
効
力
の
強
い
塔
と
認
識
し
て
良
い
で

あ
ろ
う
。「
瑞
塔
」
と
認
識
さ
れ
る
も
の
に
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

釈
尊
の
八
大
仏
跡
に
関
わ
る
い
わ
ゆ
る
八
大
霊
塔
も
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う

し
、
隋
文
帝
が
全
土
に
建
立
さ
せ
た
「
仁
寿
舎
利
塔
」
も
そ
う
で
あ
る
。

本
稿
の
概
要
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
金
代
に
先
行
す
る
華
北
の
唐
塔
・
遼

塔
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
、
い
っ
た
ん
別
の
目
的
で
採
用
し
た
と
こ
ろ
覿
面
な
効

果
が
得
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
が
「
古
典
」
す
な
わ
ち
「
瑞
塔
」
に
準
ず
る
も
の
と

し
て
の
認
識
が
成
立
し
、
そ
の
た
め
に
今
度
は
そ
の
か
た
ち
を
模
し
た
塔
の
発

生
を
促
し
た
と
い
う
理
解
を
、
と
も
に
北
京
市
内
に
位
置
す
る
天
寧
寺
塔
（
北

京
市
宣
武
区
、
八
角
十
三
層
密
檐
式
塼
塔
、
遼
代
創
建
・
金
代
重
修
、
図
１－
１

〜
４
）
お
よ
び
慈
寿
寺
塔
（
北
京
市
海
淀
区
、
八
角
十
三
層
密
檐
式
塼
塔
、
明

代
、
図
２－

１
〜
３
）
を
題
材
と
し
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。

天
寧
寺
塔
は
、
遼
の
天
慶
十
年
（
一
一
二
〇
）
の
建
立
で
あ
る
。
し
か
し
、
創

建
時
に
お
い
て
は
、
当
時
の
燕
京
の
一
般
的
な
遼
塔
の
よ
う
に
、
第
一
層
塔
身

に
浮
彫
尊
像
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
金
の
大
定
二
十
一
年

（
一
一
八
一
）、
世
宗
（
在
位
一
一
六
一－

一
一
八
九
）
の
治
世
に
天
寧
寺
塔
が

重
修
さ
れ
る
に
際
し
、
塔
身
部
の
浮
彫
尊
像
が
追
造
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に

は
、
先
行
す
る
華
北
の
唐
塔
や
遼
塔
と
共
通
す
る
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
当
時
の
金
の
国
内
事
情
を
考
え
る
と
、
契
丹
人
、
漢
人
、
渤
海
人
な
ど
、
支

配
下
に
あ
る
諸
民
族
を
懐
柔
し
、
国
内
の
融
和
・
安
定
を
図
る
こ
と
が
急
務
と

さ
れ
て
い
た
た
め
、
天
寧
寺
塔
金
代
重
修
時
に
お
け
る
華
北
の
唐
塔
・
遼
塔
を

思
わ
せ
る
浮
彫
尊
像
の
追
造
は
、
民
族
問
題
に
対
す
る
一
種
の
融
合
策
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
結
果
的
に
、
こ
の
よ
う
な
天
寧
寺
塔
重
修
の
効
験
か
否

か
は
さ
て
お
き
、
約
一
二
〇
年
の
金
朝
（
一
一
一
五
〜
一
二
三
四
年
）
に
あ
っ

て
、
世
宗
の
治
世
は
、
最
も
隆
盛
し
た
時
代
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
が
、
後
に
天
寧
寺
塔
に
見
ら
れ
る
造
形
、
す
な
わ
ち
、
華
北
の
唐

塔
・
遼
塔
の
特
徴
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
か
た
ち
の
塔
を
「
瑞
塔
」、「
古
典
」
と
認

摹

識
さ
せ
る
に
至
り
、
明
代
の
慈
寿
寺
塔
の
よ
う
に
、「
天
寧
寺
隋
塔摹

也
」
と
言

わ
れ
る
か
た
ち
の
塔
の
建
立
を
招
い
た
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
、こ
の「
古
典
」、

霊
験
あ
ら
た
か
な
塔
の
か
た
ち
と
認
識
さ
れ
た
か
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的

に
対
し
て
高
い
効
果
を
保
証
す
る
「
瑞
塔
」
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
唐
代

以
降
、
五
台
山
を
中
心
に
広
ま
っ
た
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
信
仰
と
関
連
す
る
も

の
で
あ
り
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
効
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
に
適
し
た
か
た

ち
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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天
寧
寺
塔

八
角
十
三
層
密
檐
式
塼
塔
の
天
寧
寺
塔
は
、
現
高
五
七
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
双
輪
部
・
塔
身
部
・
基
壇
部
か
ら
な
る
が
、
現
状
に
お
い
て
双
輪
部
は
当

初
材
を
欠
失
す
る
。
天
寧
寺
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
述
べ
て
い
る

（
水
野
、二
〇
一
四
年
）。
後
述
す
る
慈
寿
寺
塔
の
考
察
に
必
要
と
な
る
点
の
み
、

再
度
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
寧
寺
塔
は
、
遼
の
天
慶
十
年
（
一
一
二
〇
）
の
建
立
で
あ
る
が
、
創
建
時
の

段
階
に
お
い
て
は
、
当
時
の
燕
京
の
一
般
的
な
遼
塔
の
よ
う
に
、
第
一
層
塔
身

に
浮
彫
尊
像
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
尊
像
の
彫
刻
技
法
お
よ
び
塑
像
の

中
に
遼
代
の
建
築
塼
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
代
の
造
像
と
推
測
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
金
の
大
定
二
十
一
年
（
一
一
八
一
）、
世
宗
の
治
世
に
お
け
る

天
寧
寺
塔
重
修
時
に
お
い
て
、
第
一
層
塔
身
の
尊
像
が
追
造
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
明
代
に
補
修
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
尊
像
の
表
現
か
ら
判
断

す
る
と
、
原
型
は
比
較
的
保
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
代
の

天
寧
寺
塔
の
様
子
（
図
５
）
を
見
る
限
り
に
お
い
て
、
明
・
清
代
に
修
理
を
受
け

た
後
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
ま
で
は
、
手
を
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

天
寧
寺
塔
の
よ
う
に
、
第
一
層
塔
身
に
尊
像
を
配
し
装
飾
す
る
特
徴
は
、
雲

居
寺
南
塔
（
遼
・
一
一
一
七
年
頃
、
図
８
）
な
ど
、
燕
京
周
辺
の
遼
塔
よ
り
は
む

し
ろ
、
先
行
す
る
華
北
の
唐
塔
や
遼
塔
と
共
通
す
る
特
徴
が
合
わ
せ
て
見
出
せ

る
。
先
端
を
尖
ら
せ
宝
珠
型
と
す
る
門
扉
拱
輪
部
は
、
隋
・
唐
代
の
塼
塔
・
石

塔
に
お
い
て
は
多
数
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
塔
身
部
第
一
層
が
龍

や
守
護
尊
像
に
よ
り
賑
や
か
に
荘
厳
さ
れ
、か
つ
、門
扉
上
部
の
拱
輪
部
が
尖
っ

た
形
を
も
ち
、
昇
り
立
つ
龍
を
表
す
塔
は
、
例
え
ば
、
山
東
省
済
南
市
の
、
開
元

五
年
（
七
一
七
）
建
立
の
神
通
寺
小
唐
塔
（
図
４
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
霊
巌
寺

の
龍
虎
塔
（
八
世
紀
、
図
３
）
に
お
い
て
は
、
門
扉
拱
輪
部
上
に
如
来
像
、
左
右

に
飛
天
、
門
扉
の
左
右
に
力
士
像
を
配
す
る
な
ど
、
塔
身
部
が
数
多
く
の
浮
彫

モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
り
荘
厳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
を
取
り
入
れ
、
門

扉
の
形
や
龍
の
モ
テ
ィ
ー
フ
な
ど
に
よ
り
華
や
か
に
荘
厳
す
る
天
寧
寺
塔
の
様

相
は
、
華
北
の
唐
塔
と
の
造
形
的
つ
な
が
り
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
塔
の
外
景
を
見
渡
せ
ば
、
崇
興
寺
東
・
西
塔
（
遼
寧
省
北
鎮
市
、
図

６
）、
遼
陽
白
塔
（
遼
寧
省
遼
陽
市
、
図
７
）
の
よ
う
に
、
遼
寧
省
に
現
存
す
る

多
く
の
遼
塔
は
、
第
一
層
塔
身
の
各
面
に
仏
龕
を
設
け
、
天
蓋
を
掲
げ
、
左
右

に
飛
天
が
飛
翔
す
る
形
式
を
と
る
。
天
寧
寺
塔
は
こ
の
構
成
に
影
響
を
受
け
た

も
の
と
言
え
る
。

な
お
、
世
宗
は
即
位
前
に
、
済
南
尹
お
よ
び
東
京
留
守
（
貞
元
三
年
〔
一
一
五

五
〕、
在
遼
陽
府
六
年
）
を
歴
任
し
て
お
り
、
契
丹
人
の
故
地
と
の
つ
な
が
り
が

う
か
が
え
、
生
母
李
氏
（
世
宗
即
位
後
、
貞
懿
皇
后
に
追
封
）
は
遼
陽
の
豪
族
、

渤
海
人
で
あ
り
、
父
完
顔
宗
輔
没
（
一
一
三
五
年
）
の
後
に
出
家
し
、
遼
陽
に
居

を
構
え
て
い
た
。
ま
た
、
世
宗
即
位
の
後
ろ
盾
と
な
っ
た
李
石
（
尚
書
令
、
世

宗
の
叔
父
、
生
母
貞
懿
皇
后
の
弟
）、
張
玄
徴
（
瀋
州
楽
郊
県
主
簿
、
妻
高
氏
は

貞
懿
皇
后
の
親
縁
）、
張
汝
弼
（
尚
書
左
丞
、
張
玄
徴
の
子
）
が
い
ず
れ
も
遼
陽

の
渤
海
人
豪
族
で
あ
っ
た
。

海
陵
王
の
南
伐
に
お
け
る
契
丹
人
・
渤
海
人
の
強
制
的
徴
兵
、
軍
馬
兵
糧
の

強
制
的
徴
発
な
ど
こ
れ
ま
で
の
処
遇
に
対
し
、
彼
ら
は
大
い
に
不
満
を
募
ら
せ

て
き
た
。『
金
史
』
巻
五
（
本
紀
第
五
、
海
陵
）
を
概
観
す
れ
ば
、
正
隆
六
年
（
一

一
六
一
）
の
五
月
に
「
契
丹
諸
部
反
」、
同
巻
六
十
九
（
列
伝
第
七
、
太
祖
諸
子

宗
敏
）
に
お
い
て
も
、
同
年
七
月
に
「
契
丹
撤
八
反
」
の
内
容
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
契
丹
人
に
よ
る
叛
乱
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
正
隆
六
年

七
月
の
「
殺
亡
遼
耶
律
氏
宋
趙
氏
子
男
凡
百
三
十
余
人
」
な
ど
の
出
来
事
か
ら

宋
遺
民
（
漢
民
族
）
の
反
感
も
高
ま
っ
て
い
た
当
時
の
国
内
情
勢
の
さ
な
か
、

正
隆
六
年
（
一
一
六
一
）
十
月
、
遼
陽
に
て
即
位
し
た
世
宗
に
課
せ
ら
れ
た
急

務
は
、
必
然
的
に
、
契
丹
人
、
漢
人
、
渤
海
人
な
ど
、
支
配
下
に
あ
る
諸
民
族
を

懐
柔
し
、
国
内
の
融
和
・
安
定
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
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天
寧
寺
塔
金
代
重
修
時
に
お
け
る
華
北
の
唐
塔
・
遼
塔
を
思
わ
せ
る
浮
彫
尊
像

の
追
造
が
画
策
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

塔
の
建
立
・
修
繕
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
に
よ
り
得
ら
れ
る
功
徳

す
で
に
別
の
機
会
に
述
べ
た
が
（
水
野
、
二
〇
一
三
・
二
〇
一
五
年
）、
特
に

遼
代
の
塔
は
、
そ
の
内
に
様
々
な
宝
物
（
例
え
ば
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
幢
〔
＝

一
切
の
如
来
の
全
身
舎
利
〕、
高
僧
・
王
族
の
遺
骨
〔
＝
僧
舎
利
〕
な
ど
）
を
納

入
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
外
に
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
（
八
大
霊
塔
・
仏
像
・
宝
塔
・

経
幢
・
法
偈
〔
＝
法
舎
利
〕
な
ど
）
に
よ
り
荘
厳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
の
効
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
「
器
」
と
し
て
の
側
面
が
強
い
。
塔
の

外
側
を
荘
厳
す
る
こ
と
で
、
効
率
よ
く
視
覚
化
し
、
よ
り
顕
著
化
し
て
、
功
徳

を
保
証
す
る
効
果
的
な
手
段
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
関
係
性
を
保

証
す
る
教
理
的
シ
ス
テ
ム
の
背
景
に
は
、
如
来
の
真
身
舎
利
の
他
に
経
典
や
仏

像
な
ど
の
法
舎
利
を
用
い
て
も
効
力
の
高
い
仏
塔
建
立
が
可
能
で
あ
る
と
し
、

そ
の
効
力
を
保
証
す
る
七
世
紀
後
半
の
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』、

八
世
紀
後
半
の
不
空
訳
『
一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舍
利
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
な

ど
の
、
華
北
、
五
台
山
を
中
心
と
し
た
受
容
と
流
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。

弥
陀
山
訳
『
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
』
唐
（
八
世
紀
初
）
に
お
い
て
は
（
傍
線

は
著
者
に
よ
る
）、

有
古
仏
塔
。
於
中
現
有
如
来
舍
利
。
其
塔
崩
壊
汝
応
往
彼
重
更
修
理
。
及

造
相
輪
橖
写
陀
羅
尼
。
以
置
其
中
興
大
供
養
。（
中
略
）
令
汝
命
根
還
復

増
長
。
久
後
寿
終
生
極
楽
界
。
於
百
千
劫
受
大
勝
楽
。（
中
略
）
当
持
呪

本
置
於
塔
中
供
養
此
塔
。
或
作
小
泥
塔
満
足
七
十
七
。
各
以
一
本
置
於
塔

中
而
興
供
養
如
法
作
已
。
命
欲
尽
者
而
更
延
寿
。（『
大
正
』
二
四－

七
一

八
中
）

と
あ
り
、
仏
塔
を
修
理
し
、
多
数
の
小
塔
を
造
り
、
供
養
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寿

命
は
延
長
し
、
寿
終
の
後
は
極
楽
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
と
説
く
。

ま
た
、
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
唐
（
七
世
紀
後
半
）
に
お
い
て

も
（
傍
線
は
著
者
に
よ
る
）、

此
陀
羅
尼
於
贍
部
洲
住
持
力
。（
中
略
）
若
有
受
持
読
誦
是
陀
羅
尼
者
。

我
常
隨
逐
守
護
。
不
令
持
者
墮
於
地
獄
。
以
彼
隨
順
如
来
言
教
而
護
念
之

爾
時
護
世
四
天
大
王
。（
中
略
）
短
命
衆
生
還
得
増
寿
。
永
離
病
苦
一
切

業
障
悉
皆
消
滅
。（
中
略
）
若
常
誦
念
得
大
涅
槃
。
復
増
寿
命
受
勝
快
楽
。

捨
此
身
已
即
得
往
生
種
種
微
妙
諸
仏
刹
土
。
（『
大
正
』
一
九

－

三
五
一

上
〜
下
）

と
あ
り
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
功
徳
と
は
、
贍
部
洲
（
人
間
界
に
お
け
る
）
に
お

け
る
寿
命
の
延
長
、
増
福
、
種
々
微
妙
な
諸
仏
の
浄
土
へ
の
死
後
の
速
や
か
な

往
生
な
ど
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
効
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
容
れ
も
の
と

し
て
、
そ
の
相
応
し
い
立
地
に
仏
塔
は
建
立
さ
れ
る
。『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』

に
よ
れ
ば
（
傍
線
は
著
者
に
よ
る
）、

若
人
能
書
写
此
陀
羅
尼
。
安
高
幢
上
。
或
安
高
山
或
安
楼
上
。
乃
至
安
置

卒
堵
波
中
（
中
略
）
諸
供
具
華
鬘
塗
香
末
香
幡
蓋
等
衣
服
瓔
珞
。
作
諸
荘

厳
於
四
衢
道
造
卒
堵
波
。
安
置
陀
羅
尼
。（『
大
正
』
一
九

－

三
五
一
中
）

と
あ
る
通
り
、
高
山
、
楼
上
、
都
城
の
四
隅
と
す
る
。
こ
れ
が
遼
塔
・
金
塔
の
立

地
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
遼
寧
省
朝
陽
市
の
都
城
内
に
は
、
現
存
す
る
朝
陽

北
塔
お
よ
び
朝
陽
南
塔
の
他
に
、か
つ
て
は
東
塔
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
遼
代
の
燕
京
都
城
に
お
け
る
天
寧
寺
塔
は
、
都
城
内
西
側
に
位
置
し
、

城
内
四
隅
の
一
塔
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

金
が
燕
京
に
遷
都
し
、
中
都
を
建
設
し
た
の
は
一
一
五
三
年
で
あ
る
。
そ
の

当
時
の
天
寧
寺
は
、
中
都
城
内
に
お
い
て
皇
城
の
北
面
に
接
す
る
重
要
な
位
置

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
中
都
に
お
け
る
主
要
寺
院
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
一
般
的
な
遼
塔
・
金
塔
の
か
た
ち
、
す
な
わ
ち
、
塔
身

部
に
浮
彫
尊
像
を
多
く
伴
わ
な
い
塔
の
形
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
大

い
に
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
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慈
寿
寺
塔

八
角
十
三
層
密
檐
式
塼
塔
の
慈
寿
寺
塔
は
、
現
状
に
お
い
て
高
さ
約
五
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
調
査
時
、
周
辺
は
玲
瓏
公
園
と
し
て
整
さ
れ

て
お
り
、
寺
址
の
礎
石
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
塔
は
双
輪
部
・

塔
身
部
・
基
壇
部
か
ら
な
る
が
、
現
状
に
お
い
て
当
初
の
双
輪
部
は
欠
失
し
て

い
る
。

第
一
層
塔
身
の
構
成
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
隅
柱
は
龍
柱
（
昇
・
降
）
と

し
、
柱
頭
は
、
亀
甲
文
帯
を
挟
み
、
そ
の
上
に
二
童
子
を
伴
う
白
衣
観
音
（
衣
を

頭
部
か
ら
被
る
）
を
表
す
。
東
・
西
・
南
・
北
の
四
面
に
は
、
中
央
に
門
扉
（
先

端
が
宝
珠
型
に
尖
る
）、
そ
の
左
右
に
力
士
立
像
、
そ
の
上
に
扁
額
を
設
け
る
。

東
南
・
西
南
・
西
北
・
東
北
の
四
面
に
は
、
中
央
に
窓
（
先
端
が
宝
珠
型
に
尖

る
）、
そ
の
左
右
に
菩
薩
立
像
、
そ
の
上
に
菩
薩
坐
像
を
配
す
る
。

雲
文
の
縁
取
り
を
も
つ
扁
額
に
は
、
南
面
（
塔
の
正
面
）
に
「
永
安
万
寿
塔
」、

西
面
に
「
輝
騰
日
月
」、
北
面
に
「
真
慈
洪
範
」、
東
面
に
「
鎮
静
皇
図
」
を
刻
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
門
扉
拱
輪
部
は
、
周
辺
を
雲
文
で
縁
取
り
、
そ
の
内
区
中
央
に

は
龍
が
正
面
観
で
表
さ
れ
、
内
区
左
右
の
下
端
に
山
岳
文
、
そ
こ
か
ら
上
昇
す

る
龍
を
配
し
、
背
後
を
雲
気
で
埋
め
る
。
門
扉
の
左
右
に
立
つ
力
士
像
（
一
対
）

は
、
雲
座
上
に
立
ち
、
体
側
か
ら
頭
上
に
懸
け
て
雲
気
を
ま
と
う
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
力
士
お
よ
び
菩
薩
像
の
周
囲
に
塑
造
に
よ
り
取
り
付
け
ら
れ
る
雲
の
表

現
に
は
、
二
手
が
看
取
で
き
、
明
代
重
修
後
に
修
理
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

東
南
・
西
南
・
西
北
・
東
北
面
の
窓
は
、
周
辺
を
蔓
草
文
で
縁
取
り
、
そ
の
内

区
中
央
に
は
龍
が
正
面
観
で
表
さ
れ
、
左
右
前
脚
を
開
き
、
爪
を
立
て
て
身
構

え
る
。
背
後
は
蔓
草
で
埋
め
、
中
央
の
龍
の
左
右
下
に
、
龍
が
蔓
草
と
絡
ま
る

様
子
で
表
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
左
右
下
に
、
内
区
左
右
下
端
か
ら
順
に
、
岩
座

上
に
象
、
蔓
か
ら
生
じ
た
蓮
華
上
に
獅
子
、
同
じ
く
蓮
華
上
に
山
羊
を
表
す
。

窓
の
左
右
に
立
つ
菩
薩
立
像
（
一
対
）
は
、
雲
座
上
に
立
ち
、
体
側
か
ら
頭
上
に

懸
け
て
雲
気
を
ま
と
う
。
菩
薩
立
像
は
、
確
認
で
き
る
限
り
に
お
い
て
は
、
胸

前
で
合
掌
な
い
し
拱
手
と
す
る
像
と
、
胸
前
に
両
手
を
挙
げ
て
持
物
（
華
盤
や

香
炉
な
ど
）を
捧
げ
持
つ
供
養
の
菩
薩
像
で
あ
る
。
窓
上
の
菩
薩
形
の
坐
像
は
、

雲
中
に
配
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
腹
前
で
定
印
な
い
し
供
物
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
菩

薩
坐
像
は
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
面
部
の
表
現
、
な
で
肩
で
あ
り
な
が
ら
身
幅
の

あ
る
体
軀
な
ど
、
明
代
の
造
像
に
認
め
ら
れ
る
要
素
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
彫
塑
像
が
明
代
に
造
ら
れ
た
後
に
、
修
理
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
比
較

的
原
形
は
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
第
一
層
塔
身
の
軒
下
に
、
両
端
に
神
将
像
、
そ
の
内
側
に
菩
薩
像
、
そ

の
内
側
に
仏
坐
像
七
軀
を
連
ね
て
表
す
。
そ
の
下
に
、
中
央
に
如
意
宝
珠
を
挟

ん
で
、
左
右
に
龍
を
三
頭
ず
つ
表
す
。

慈
寿
寺
塔
は
、
詳
細
な
尊
像
構
成
は
天
寧
寺
塔
と
は
異
な
る
も
の
の
、
全
体

的
な
印
象
と
し
て
、
金
代
重
修
時
の
天
寧
寺
塔
へ
の
意
識
が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
慈
寿
慈
塔
を
明
代
に
お
け
る
天
寧
寺
塔
の
模
塔
と
す
る
記
述
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ
る
。

崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
序
の
『
帝
京
景
物
略
』
巻
五
に
よ
れ
ば
（
傍
線
は
筆

者
に
よ
る
）、

万
曆
丙
子
慈
聖
皇
太
后
為
穆
考
薦
冥
祉
神
宗
祈
胤
嗣
卜
地
阜
成
門
外
八
里

建
寺
焉
寺
成
賜
名
慈
寿
（
中
略
）
有
永
安
寿
塔
塔
十
三
級
崔
巍
雲
中
四
壁

叴
叴

摹

金
剛
振
臂
拳
膂
努

據
踏
如
有
氣叴

叴

如
叱
叱
有
聲
天
寧
寺
隋
塔摹

也

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
慈
寿
寺
は
、
万
歴
丙
子
（
一
五
七
六
年
）、
先
帝
穆
宗
と

神
宗
の
た
め
に
慈
聖
皇
太
后
（
慈
聖
宣
文
皇
太
后
、
孝
定
太
后
）
に
よ
り
建
立

が
発
願
さ
れ
、
十
三
層
の
永
安
寿
塔
（
慈
寿
寺
塔
）
も
同
時
に
着
工
さ
れ
た
。

朱
彝
尊
に
よ
る
『
日
下
旧
聞
』（
十
七
世
紀
）
を
原
本
と
し
、
乾
隆
三
十
九
年
（
一

七
七
四
）
勅
撰
の
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
九
十
七
に
「
慈
寿
寺
左
阜
成
門
外
八
只
里

宣
文
皇
太
后
所
建
戚
于
万
歴
六
年
秋
殿
字
壮
麗
暮
聳
出
雲
漢
四
壁
金
剛
像
如

生
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慈
寿
寺
塔
も
二
年
後
の
万
歴
六
年
（
一
五
七
八
）
に
完

工
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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塔
の
四
壁
に
金
剛
力
士
像
が
配
さ
れ
、
そ
の
拳
を
振
り
上
げ
る
力
強
い
様
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
塔
が
、
天
寧
寺
の
隋
塔
（
創
建
が

北
魏
時
代
に
遡
る
天
寧
寺
に
は
、
隋
代
に
も
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

先
述
の
通
り
、
現
存
す
る
の
は
遼
代
創
建
・
金
代
重
修
の
塔
で
あ
る
）
を
模
し

た
塔
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

慈
寿
寺
塔
建
立
の
目
的
と
し
て
は
、
先
帝
穆
宗
を
供
養
し
、
神
宗
の
長
寿
を

祈
願
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
短
命
で
あ
っ
た
穆
宗
隆
慶
帝
（
在
位

一
五
六
七

－

七
二
）
に
代
わ
り
、
皇
位
を
継
い
だ
我
が
子
神
宗
万
歴
帝
の
長
寿

と
政
権
安
定
を
強
く
祈
願
し
て
の
仏
塔
建
立
と
考
え
ら
れ
る
。

隆
慶
帝
は
、
嘉
靖
帝
の
第
三
子
と
し
て
生
ま
れ
、
嘉
靖
十
八
年
（
一
五
三
九
）

に
裕
王
に
封
じ
ら
れ
て
い
る
。
嘉
靖
帝
の
晩
年
は
、
内
政
の
乱
れ
の
他
に
、「
南

倭
北
虜
」
と
称
さ
れ
る
倭
寇
と
タ
タ
ー
ル
に
よ
る
侵
攻
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

即
位
し
た
隆
慶
帝
は
嘉
靖
期
の
弊
政
を
改
革
す
べ
く
、
海
外
貿
易
を
開
放
し
、

倭
寇
、
タ
タ
ー
ル
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
貿
易
を
認
め
る
柔
軟
策
を
採
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
神
宗
万
歴
帝
（
在
位
一
五
七
二

－

一
六
二
〇
）
は
、
隆
慶
二

年
（
一
五
六
八
）
に
六
歳
で
立
太
子
さ
れ
、
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
に
十
歳
で

即
位
す
る
。
し
か
し
、
孝
定
太
后
の
祈
願
も
む
な
し
く
、
万
暦
帝
の
治
世
は
文

化
的
に
は
爛
熟
期
を
迎
え
な
が
ら
も
、
明
朝
退
廃
の
加
速
を
早
め
た
こ
と
は
、

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
孝
定
太
后
（
慈
聖
皇
太
后
）
は
灘
県
（
現
在
の
河
北
省
通
県
）
の

人
と
さ
れ
る
。
穆
宗
隆
慶
帝
の
即
位
前
、
裕
王
の
と
き
の
宮
人
で
あ
っ
た
。
隆

慶
元
年
（
一
五
六
七
）
三
月
、
貴
妃
に
封
じ
ら
れ
る
。
孝
定
太
后
は
仏
教
崇
拝

に
篤
く
、
慈
寿
寺
の
他
に
万
寿
寺
、
長
椿
寺
な
ど
を
建
立
し
、
房
山
雲
居
寺
の

舎
利
三
果
を
供
養
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（『
明
史
』、『
帝
京
景
物
略
』
等
）。

ま
た
、『
帝
京
景
物
略
』
巻
七
に
は
、
潭
柘
寺
（
北
京
市
門
頭
溝
区
）
に
お
け
る
太

后
の
次
の
様
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

拜
磚
元
妙
厳
公
主
持
観
音
文
礼
大
士
拜
痕
入
磚
欲
穿
也
額
手
足
五
体
皆
印

歲
久
磚
壊
両
足
痕
存
万
暦
壬
辰
孝
定
太
后
匣
取
入
覽
後
遂
匣
蔵
之

す
な
わ
ち
、
潭
柘
寺
に
は
、
出
家
し
て
こ
の
寺
に
入
山
し
た
元
の
妙
厳
公
主

（
フ
ビ
ラ
イ
の
息
女
）
の
拜
磚
が
あ
る
が
、
こ
の
拜
磚
に
は
幾
度
と
な
い
礼
拝
に

よ
っ
て
刻
ま
れ
た
公
主
の
額
・
両
手
・
両
足
の
五
体
の
痕
が
あ
っ
た
。
年
月
が

経
ち
こ
の
拜
磚
は
破
損
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
公
主
の
両
足
の
痕
だ
け
は
残
存

し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
万
歴
壬
辰
（
一
五
九
二
年
）、
孝
定
太
后
は
そ
れ
を
匣
に

取
り
入
れ
て
御
覧
に
な
ろ
う
と
し
た
と
い
う
。
孝
定
太
后
が
妙
厳
公
主
の
足
痕

が
残
る
拜
磚
に
感
銘
を
受
け
、
尊
崇
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
孝
定
太
后
に
よ
る
古
寺
・
古
塔
の
修
繕
と
建
立
、
舎
利
の

奉
納
等
は
、
前
述
し
た
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
に
よ
り
得
ら
れ
る
功
徳
に
通
じ
る
も

の
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
際
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
塔
の
あ
り
方
と
し
て
、

天
寧
寺
の
模
塔
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
天
寧
寺
塔
に
認

め
ら
れ
る
塔
の
か
た
ち
が
「
瑞
塔
」、
一
種
の
「
古
典
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
活

用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
同
じ
く
北
京
市
内
に
位
置
す
る
明
（
一
四
八

四
年
）
の
通
州
佑
勝
教
寺
然
灯
塔
（
北
京
市
通
州
区
、
図
９
）
な
ど
、
通
常
の
明

塔
は
、
ラ
マ
塔
形
式
の
塔
を
除
け
ば
、
こ
の
然
灯
塔
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
こ

と
が
大
多
数
で
あ
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、慈
寿
寺
塔
の
違
い
は
明
白
で
あ
り
、

明
ら
か
に
、
金
代
重
修
時
の
天
寧
寺
塔
へ
の
意
識
が
う
か
が
え
よ
う
。

な
お
、
慈
寿
寺
塔
が
完
成
す
る
十
八
年
前
に
は
、
タ
タ
ー
ル
の
ア
ル
タ
ン
・

ハ
ン
が
北
京
に
侵
攻
し
占
拠
す
る
、
い
わ
ゆ
る
庚
戌
の
変
（
一
五
五
〇
年
）
が

起
き
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
二
〇
年
間
、
万
里
の
長
城
の
侵
入
が
繰
り
返
さ
れ

た
。
ま
さ
に
、
オ
ラ
イ
ト
に
よ
る
侵
攻
を
受
け
、
正
統
帝
が
捕
虜
と
さ
れ
た
土

木
の
変
（
一
四
四
九
年
）
以
降
、
再
び
、
北
京
の
北
辺
が
騒
が
し
い
状
態
で
あ
っ

た
時
期
に
当
た
る
。
ま
た
こ
の
頃
、
例
え
ば
、
嘉
靖
年
間
の
成
立
と
み
ら
れ
て

い
る
『
楊
家
将
演
義
』
な
ど
、
宋
の
将
軍
が
遼
（
契
丹
）
を
滅
ぼ
す
と
い
う
、
史

実
と
は
異
な
る
漢
民
族
王
朝
に
よ
る
異
民
族
征
伐
の
物
語
の
編
纂
が
進
ん
だ
頃

で
も
あ
る
。
中
国
の
伝
統
「
夷
を
以
て
夷
を
制
す
」
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
時
代
背
景
が
、
慈
寿
寺
塔
建
立
に
お
け
る
金
代
天
寧
寺
塔
へ
の
意
識
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
天
寧
寺
塔
と
慈
寿
寺
塔
は
、
実
際
に
は
一
致
し
て
い
る
箇
所
よ

り
相
違
点
が
目
に
付
く
。
厳
密
に
は
「
模
し
た
」
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
天

寧
寺
塔
の
よ
う
な
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
り
荘
厳
さ
れ
た
仏
塔
を
意
識
し
た

と
い
う
程
度
に
留
め
て
お
く
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
先
述
の
通

り
、
こ
の
よ
う
な
構
成
の
仏
塔
自
体
が
北
京
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
は

希
で
あ
り
、
天
寧
寺
塔
の
存
在
を
際
立
た
せ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
塔
を

建
て
る
こ
と
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

付
記本

稿
は
、
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
よ
に
る
学
術
研
究
「
高
麗

の
仏
塔
・
仏
像
に
み
る
遼
・
金
の
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
基
盤
研
究
(Ｃ
）、

研
究
代
表
者
・
水
野
さ
や
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
み
ず
の
・
さ
や

芸
術
学
／
東
洋
美
術
史
）

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
三
一
日

受
理
）

主
な
参
考
文
献

・
張
廷
玉
等
撰
『
明
史
』
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年

・
脱
脱
等
撰
『
金
史
』
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年

・
劉
侗
・
于
奕
正
撰
『
帝
京
景
物
略
』
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年

・
于
敏
中
等
纂
『
日
下
旧
聞
考
』
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年

・
常
磐
大
定
・
関
野
貞
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
評
解
五
、
佛
教
史
蹟
研
究
會
、
一
九
二
八
年

・
村
田
治
郎
『
満
州
の
史
蹟
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四
四
年

・
竹
島
卓
一
『
遼
金
時
代
の
建
築
と
其
佛
像
』
龍
文
書
局
、
一
九
四
四
年

・
野
上
俊
靜
『
遼
金
の
仏
教
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
三
年

・
外
山
軍
治
『
金
朝
史
研
究
』
同
朋
社
、
一
九
六
四
年

・
今
井
秀
周
「
金
朝
の
宗
教
政
策
」、『
東
海
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
八
五
年

・
松
木
民
雄
「
北
京
・
慈
寿
寺
塔
と
李
太
后
」、『
北
海
道
東
海
大
学
紀
要
』
人
文
社
会
科
学
系

第
一
〇
号
、
一
九
九
七
年

・
松
木
民
雄
「
北
京
・
天
寧
寺
塔
」、『
北
海
道
東
海
大
学
紀
要
』
人
文
社
会
科
学
系
第
一
五
号
、

二
〇
〇
二
年

・
佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
幢
の
研
究
」、『
智
山
學
報
』
五
七
号
、
二
〇
〇
八
年

・
水
野
さ
や
「
遼
代
朝
陽
北
塔
に
関
す
る
考
察
」、『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
』
第
五
七
号
、
二

〇
一
三
年

・
水
野
さ
や
「
北
京
市
周
辺
に
お
け
る
遼
塔
の
第
一
層
塔
身
荘
厳
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て

－

北
京

天
寧
寺
塔
再
考
の
第
一
段
階
と
し
て

－

」、『
金
沢
美
術
工
芸
大
学
紀
要
』
第
五
八
号
、
二
〇
一

四
年

・
水
野
さ
や
「
北
京
天
寧
寺
塔
に
つ
い
て
」、『
密
教
図
像
』
第
三
三
号
、
密
教
図
像
学
会
、
二
〇

一
四
年

・
水
野
さ
や
「
遼
・
金
代
仏
塔
の
特
徴
と
そ
の
機
能
」、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Fram
es
and

Fram
ingsin
a
transdisciplinary
perspectiveに
お
け
る
口
頭
発
表
、二
〇
一
五
年
三
月
、

於
学
習
院
大
学
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図１－１ 天寧寺塔 図２－１ 慈寿寺塔
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図１－２ 同 第一層塔身 南面 図２－２ 同 第一層塔身 南面

図１－３ 同 第一層塔身 西南面 図２－３ 同 第一層塔身 西南面

図１－４ 同 第一層塔身 南面 図３ 霊巌寺龍虎塔 第一層塔身
唐（８世紀）

図４ 神通寺小唐塔 第一層塔身
唐（717年）
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図５ 天寧寺塔
(『支那佛教史蹟』より）

図６ 崇興寺東塔 遼（12世紀） 図７ 遼陽白塔 遼～金（12世紀）

図８ 雲居寺南塔 遼（1117年頃）
(『支那佛教史蹟』より）

図９ 佑勝教寺然灯塔 明（1484年）
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